
日頃からの避難に対する備えとため池の管理により、災害から身を守りましょう！

①防災情報の入手先を確認しておきましょう。

・ため池決壊の原因となる大雨等の気象情報や防災情報がどこで入手できるか
　確認しておきましょう。
・災害時には、いろいろな手段で情報を入手できるようにしておきましょう。
　防災関連のページなどは、日頃から閲覧してみましょう。

②浸水想定範囲を確認し、安全な避難経路・避難場所を確認しておきましょう。

③備蓄品・非常持ち出し品を準備しておきましょう。

④ため池決壊と同時に発生するおそれがある災害にも注意しましょう。

・浸水深や氾濫水の到達時間等に応じた避難を考えましょう。
・想定される浸水範囲や深さなどをチェックし、災害時の様々な事象をイメージ
　しましょう。
・避難場所まで実際に歩いて、移動時間や水路からの溢水などの危険箇所が
　ないか確認しておきましょう。

・非常持ち出し品の置き場を決めて、みんなで確認しましょう。賞味期限切れのものはないか、
　ラジオ、懐中電灯の電池切れがないかチェックしましょう。

・ため池が決壊するおそれがある状況では、
　周辺で土砂災害など様々な災害が
　発生していることが考えられます。
　ため池決壊と同時に注意が必要です。
　津波ハザードマップや土砂災害ハザードマップ
　などでどこが危険か確認しておきましょう。

いざという時に自らの命を守るためには、日頃からの備えが重要です日常でのため池の点検・管理は、ため池の決壊を防ぐに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重要な役割を果たします

流木の集積により洪水吐が閉塞する
と洪水時に流水が堤体を越流し、
法面が浸食され破壊される。

台風等で立木が倒壊、根株の流出と
併せ堤体法面が崩壊。更に降雨に
よる浸食の進行により破壊される。

堤体を覆う雑草等により、漏水や
堤体の陥没などが見落とされ、
知らぬ間に損傷状況が悪化。

コンクリート損傷部から堤体に
水が侵入し水みちが形成され、
それが徐々に拡大し破壊される。

放置すると…

放置すると…

放置すると…

放置すると…

洪水吐や下流の水路内に
障害物 ( 流木やゴミ等 ) が
あれば速やかに清掃を行い
ましょう！
ため池上流に倒木等があると
洪水吐を閉塞させ堤体の決壊に
繋がります。

対策

対策

対策

対策

堤体法面の立木を伐採し、
年 1回以上は草刈りを行い
はらみだしや漏水などの
堤体の変状を
見落とさない
ようにしましょう！

法面の陥没、亀裂、はらみ
等の変状や漏水を見落とさ
ないように堤体の点検は、
満水の時期に少なくとも
毎年 1回しましょう！

洪水吐や上流法面の護岸ブロック
等の構造物にひび割れや破損など
がないか確認しましょう！
特に、堤体上流斜面の洪水吐周辺
が浸食されているか、底樋管から
土で濁った水が出てないか確認
することが重要です。

だから日常の管理が重要！

地震の時に
想定される災害

ため池決壊

大雨の時に
想定される災害

津波 建物倒壊 火災 液状化

内水氾濫 河川氾濫

土砂災害

ため池災害・土砂災害は、
地震・大雨でも起こります。
特に注意しましょう。

ジ

を
い
しょう！

濁った水が出ていないか確認を

洪水吐に堆積した流木

堤体に自生する高木

堤体を覆うように繁茂する雑草

コンクリート部の損傷

堤体法尻からの漏水

生活用品
懐中電灯
携帯ラジオ
電池
ナイフ
缶切り
ローソク
マッチ・ライター
タオル（大・小）
ビニール袋
歯ブラシ
携帯電話（充電器）

衣類・防寒具
下着類
衣類（長袖）
軍手（手袋）
防塵マスク
防寒具
雨具

貴重品
現金（公衆電話用10円）
預金通帳・印鑑
健康保険証・免許証
カード類

緊急医療品
消毒薬
脱脂綿
包帯
ガーゼ
バンソウコウ
常備薬
お薬手帳

水・非常食（3日分以上）
水（1人1日 3L）
非常食（乾パン、缶詰、
レトルト食品など）

その他
ヘルメット（防災ずきん）
筆記用具（油性ペン）
生理用品
おむつ
粉ミルク・哺乳瓶


